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評価技術の特徴 

高解像度計測により、信頼性の高い材料特性評価を実施いたします。 

DIC（Digital Image Correlation)を適用した 
薄板曲げ試験による破断限界ひずみの評価 

Cat.No 3E2J-103-00-200330 

● 3次元DICは、ランダムドットパターンを塗布した供試材の変形前後の画像の比較から、同一ポイントのxyｚ座標を
精度良く算出できます。得られた座標値からひずみ、変位を広範囲に定量評価することができ、CAEシミュレー
ション精度向上のための比較検証データの採取方法として非常に有効な手段です。

● 薄板のローラー3点曲げ表面のDIC解析により、材料の破断限界ひずみを評価することができます。

● 端面からの観察も可能で、板厚方向のひずみ分布、曲げ角度、除荷後のスプリングバック量も定量的に評価で
きます。

● 曲げ半径がより小さなドイツ自動車工業会規格：VDA238-100 に対応できます。

き裂発生直前の最大主ひずみコンター図表示 

曲げ治具配置と撮像方向 

評価事例 

● 6000系アルミ合金板の破断限界ひずみの評価（板厚2.9 ㎜）

撮像方向 
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曲げ角度-ストローク曲線 

荷重-ストローク曲線、 
仮想点の最大主ひずみ-ストローク曲線 

仮想線上の最大主ひずみの分布（き裂発生直前） 

 Y方向位置 (mm) 

 仮想線 X=-2 ㎜ 
 仮想線 X= 0 ㎜ 
 仮想線 X= 2 ㎜ 
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